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特養 
特
養
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
に
て
、
餅
つ
き
大

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
年
に
願
い
を
込
め
て
、

活
気
溢
れ
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

皆
様
に
と
っ
て
、
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
 

デイ・ケア 

謹
賀
新
年
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年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
日
頃
よ
り
、
私
た
ち
ゆ
う
遊
館
の
運
営
に
対
し
、
ご
支
援
を
賜

り
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
当
施
設
も
皆
様
方
の
お
力
添
え

を
も
ち
ま
し
て
、
無
事
に
新
年
を
迎
え
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
 

 
さ
て
、
昨
年
も
年
間
を
通
し
、
施
設
運
営
及
び
計
画
し
て
い
た

年
間
行
事
等
を
無
事
に
実
施
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
皆

様
方
の
ご
支
援
が
あ
っ
て
の
事
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
弊
法
人
も
昨
年
は
施
設
開
所
十
年
目
を
迎
え
る
記
念
の
年
と

な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
八
月
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

を
二
十
床
増
床
運
営
を
し
て
お
り
ま
す
。
設
立
か
ら
今
日
ま
で
の

間
、
日
本
国
内
に
お
い
て
は
高
齢
化
率
が
顕
著
と
な
り
、
当
該
地

域
で
も
超
高
齢
社
会
に
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
な
か
、
高
齢
者
施
設
を
運
営
し
て
い
る
弊
法
人
に
と
っ
て
皆
様

か
ら
親
し
ま
れ
、
喜
ば
れ
、
地
域
社
会
へ
貢
献
で
き
る
施
設
作
り

を
目
指
し
、
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
 
 

 
施
設
、
各
事
業
所
ご
利
用
の
皆
様
や
そ
の
ご
家
族
様
の
御
蔭
で
、

弊
法
人
も
業
務
や
年
間
行
事
を
熟
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

毎
年
年
頭
に
は
「
初
心
」
に
返
る
事
を
常
に
言
葉
に
し
ま
す
。
そ
れ

は
皆
様
と
「
共
に
生
き
る
喜
び
」
を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
、
ご
利
用

者
様
の
「
生
活
の
質
の
向
上
」
を
図
る
こ
と
で
す
。
今
年
は
新
た
な

事
業
の
開
始
時
で
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一
層
気
を
引
き
締
め
て

基
本
姿
勢
を
忘
れ
る
な
く
地
道
に
一
つ
ず
つ
、
目
の
前
の
出
来
る

事
か
ら
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 
 

 
ど
の
よ
う
な
時
で
も
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
「
思
い
や

り
」
の
気
持
ち
を
持
ち
、
ご
利
用
者
、
ご
家
族
様
、
地
域
の
皆
様
の

期
待
に
沿
う
べ
く
、
皆
様
か
ら
「
親
し
ま
れ
る
」
事
を
目
指
し
努
力

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
更
な
る
御
支
援
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

 
末
筆
な
が
ら
、
皆
様
の
ご
多
幸
と
御
健
康
を
祈
念
し
、
新
年
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
 

  
 
 
 

 
 
 
ゆ
う
遊
館
施
設
長
 
横
堀
孝
親
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ケーキと一緒にパシャリ★ 

 12月15日、みどり幼稚園様とクリスマスケーキ作りを
行いました。ご利用者様と一緒に生クリームをしぼったり、
サンタさんをどこに飾るか相談したりと、和気あいあい。
園児の皆さんの楽しそうな様子から、ご利用者様はもちろ
ん、職員まで笑顔にしてくれました。 

★デイサービス★  クリスマスケーキ作り ★特 養★  クリスマス会 

クリスマスプレゼントの中身はなんでしょうか？ 

クリスマスメニューとケーキを食べました★ 

北川 裕二さん 福島県郡山市出身 
新曲「命まるごと/鮪」等熱唱されました。 

 12月22日、歌手の北川裕
二さんをお招きしてクリスマ
スコンサートが行われました。 
 北川さんの歌声と軽快な
トークに、会場が感動と笑い
に包まれました。 
 とても素敵なステージでし
た。ありがとうございました。 
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ご利用者様ものがたり 

インタビュアー 
デイサービス 生活相談員 大河原和美 

－学生時代はどういう少年だったのでしょう？ 
深澤さん：模範生といわれていた。おとなしくて、悪いことは一切したことがない。
でも成績は中だったかな（笑）。 
 
－お仕事は何をされていましたか？ 
深澤さん：農家もやったし、父の菓子屋の手伝いもしていた。 
 
－お店を構えていたのですか？ 
深澤さん：深澤商店って名前で今の家の道路沿いが菓子屋になっていて、お菓子を
作って卸したり販売をしていたよ。四方焼きや茶まんじゅうがおいしかった。でも
戦時中で砂糖が配給だったからフスマ粉を味噌パンに入れて食べていた。フスマは
馬や牛のエサだったけど俺も食ったんだよ。 
 
－フスマ粉で量を増して、砂糖が無い分お味噌で味付けをしたのですね。 
 
－ご結婚はいつされましたか？ 
深澤さん：お見合いで昭和35年に結婚をした。町に映画をみにいったのが思い出。
子供は4人いて長女がフランス人と結婚をしたんだ。今は軽井沢のホテルのシェフ
をしているんだ。 
 
－フランスの方ですか。お話しはされているのですか？ 
深澤さん：今は日本語をすこし話せるけど、結婚したころは娘を通して話をしたよ。
俺らの言葉は早くて分からないと言っていた。20年前にはフランスに行くこともで
きて良かった。ルーブル美術館や凱旋門などを見てきたよ。死ぬまでに行けてほん
と良かった。 
 
－すごく国際的ですね。 
深澤さん：土木工事の仕事をしていたときはイラン人とも働いたんだ。一緒に釣り
に行って塩焼きにして家でご飯も食べたよ。俺は重機の免許もあったから、ブル
トーザーから何でも運転していた。イラン人には一生懸命働くように教えたよ。 
 
－いろんな人と交流をとってきたのですね。また良い奥様もいますしね。 
深澤さん：今振り返ると恵まれた人生だったよ。自分に厳しく人にやさしくするこ
と。人にしたことはいつか返ってくるからね。今でもお世話した人が物を持って来
てくれるんだ。 
 
－本日は貴重なお話しありがとうございました。またデイサービスで楽しく過ごし
てくださいね。 
 
 
 
 

－本日は深澤さんのことについてお話をお聞かせください。
まずはお生まれはどちらでしょうか？ 
深澤さん：今と同じところだよ。もう戦中だったからね、戦
争が終わったのは6歳だったけどB29も見たし玉音放送を
まだ覚えているよ。 

２歳４ヶ月のお写真です。 

成人式のお写真です。
いい男ですね♪ 

長男さんの結婚式。ご家
族の皆さんです。 

ご紹介 
昭和14年4月6日 76歳 
須賀川市今泉生まれ 
略歴  

 ５人兄弟の長男として生
誕される。物ごころついた

時には戦争の真っただ中で
した。現在はやさしい奥様

やお子さん達と生活されて

います。 

今回はデイサービスをご利用して8年になります深澤良道さんをご紹介いたしま
した。お菓子作りの時に和菓子に詳しい理由が分かり なるほどと納得です。 

 自分の話も載せてほしい！とご希望の方がおりましたら職員までご連絡ください。お待ちしております。 



「ゆう遊刊」Ｈ27年度第4号（新春号） 平成28年1月13日 

11月20日 うた仲間の会様 慰問 11月11日 イルカ会様 慰問 

ホクホクで甘くておいしかったです☺ 
皆で昔遊びを楽しみました！ 

ゆう遊館へのご案内 

職員募集 

検索 ゆう遊館 

URL http://aishin-f.or.jp/ 

ボランティア募集 

11月16日 合同避難訓練 11月10日 救命救急講習 

消火訓練を 
行いました。 

 
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。
昨
年
の
各
種
行
事
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ご
家
族
様
・
地
域
の

皆
様
・
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

様
・
各
幼
稚
園
様
と
多
数
の
ご

協
力
の
も
と
に
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
を
あ
ら
た
め
て

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

 
さ
て
、
前
回
秋
号
の
「
今
年
の

漢
字
一
文
字
」
予
想
で
は
広
報
メ

ン
バ
ー
が
見
事
に
「
安
」
を
的
中

さ
せ
ま
し
た
。
安
保
問
題
、
テ
ロ

や
異
常
気
象
の
不
安
が
選
出
理

由
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
 

 
今
年
は
皆
様
が
不
安
で
は
な

く
安
心
・
安
全
・
安
楽
な
一
年

に
な
る
よ
う
御
祈
願
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
 

 
 
 
 
 
 
小
西
 
秀
明
 
 
 

 

編
 
集
 
後
 
記
 

○
広
報
委
員
○
 

 
 

 
安
達
 
昌
子
 

「
初
明
か
り
 
無
病
息
災
 

 
 
 
 
 
 
手
を
合
わ
す
」
 
 

 
大
越
 
恵
美
 

「
今
年
こ
そ
 
食
後
に
お
や
つ
 

 
 
 
 
 
 
や
め
た
い
な
」
 

 
吉
田
 
奈
津
希
 

「
続
け
た
い
 
意
識
し
見
直
す
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
食
生
活
」
 

 
熊
谷
 
文
香
 
 

「
暖
冬
で
 
初
売
り
コ
ー
ト
 

 
 
 
 
 
 
 
出
番
な
し
」
 


